
「第６回森わさ賞」表彰式が開催されました 
 2 月 27 日にポートアイランド第１キャンパス
にて行われました。受賞されたオサカダツール株
式会社（岡山県美作市）代表取締役社長・牧明奈
さん（2005 年経済学部卒業）に、男女共同参画
推進委員長である中村学長より表彰状とトロフ
ィーが贈られました。 
 中村学長は「性能の高いチゼルの製造開発に携
わっておられ、災害現場でも活用されているとい
うことで、防災・減災教育に取り組んできた本学
としては、被災地支援・復興の想いを持っておら
れる牧さんこそ、ふさわしい」と祝福の言葉を送
りました。 

牧さんは「女性らしさの視点や感性で、しなや
かに、したたかに経営していくのが私たちの目標
です」と述べ、在学生に対しても、「今、目の前
の課題や試験など、何 
故こんなことしないと 
いけないのかと思うこ 
ともあるけど、糧とな 
って太い線になってく 
る瞬間が必ずやってき 
ます」とエールを送り 
ました。 

2025 年 4 月より改正・育児・介護休業法が
段階的に施行されます 
 男女ともに仕事と育児・介護を両立できるよ
うに、育児期の柔軟な働き方を実現するための
措置の拡充や介護離職防止のための雇用環境整
備、個別周知・意向確認の義務化などの改正が行
われました。 

例えば、子の看護休暇の見直しでは、対象が小
学校 3 年生修了までに延長され、取得事由に「感
染症に伴う学級閉鎖等」「入園（入学）式・卒園
式」が追加されています。詳しくは、厚生労働省
のお知らせを QR コードからご確認 
ください。 
 学内規定の更新内容は、4 月から 
配信する「子育て支援リーフレット」 
「介護支援リーフレット」にも反映 
いたします。 
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「男女共同参画・ジェンダー 卒論発表会が開催
されました 
 ７回目となる学部をまたいだ卒論発表会が、2
月５日に開催されました。今年度は、３学部から
11 名の学生がエントリーし、当日は 10 名が発表
しました。 
 参加者全員による投票の結果、最優秀賞に長谷
川雄一さん（現代社会学部社会防災学科）「女性に
対するバイスタンダーの BLS とその普及につい
て」、優秀賞に飯綱萌さん（グローバル・コミュニ
ケーション学部中国語コース）「台湾人『慰安婦』
とその支援について―阿媽・支援者の声を中心に
―」と、田中愛桜さん（同学部英語コース）「ファ
ッションから見るセクシャリティへのこれからの
考察」が選ばれました。 
 中山文男女共同参画推進室長から、受賞した学
生３人に表彰状と副賞の図書カードが贈られたと
ともに、全ての発表者の報告に対して感謝と講評
を伝えました。 

最優秀賞の長谷川さ 
んは「春から私は消防 
官（消防士）として勤 
務します。女性も男性 
も等しく助けられるよ 
うな社会を実現できる 
ように頑張ってまいり 
ます」と決意を述べま 
した。 

今年度から、エント 
リーされた方の卒業論 
文集を作成しています。 
要旨集とともに男女共 
同参画推進室でご覧に 
なれます。 

女性研究者ランチタイム・ミーティングを開催
しました 

             1 月 21 日にハイブリッドで開催し、参加
者は 9 名でした。若手研究者が参加し、
研究と仕事の両立について相談してくれ 

たことで、参加者それぞれの経験や考えを共有する
機会となりました。学部をまたいで、それぞれの研究テ
ーマを話せるような機会があると嬉しいという声があ
りました。最後は、恒例になりつつある、共通教育セン
ター准教授・上谷聡子先生のストレッチ講座で体をほ
ぐしました。 

 

 

「神戸学院大学 一般事業主行動計画」が新し
くなります 
「次世代育成支援対策推進法」「女性活躍推進
法」に基づき、教職員が仕事と生活の両立がで
きるよう働きやすい環境を作り、また、女性が
活躍できる雇用環境の調整を行うことにより、
教職員がそれぞれの個性と能力を十分に発揮
できるよう、2025 年 4 月から５年間の新しい
計画がスタートします。詳しくは後日更新され
る大学 HP よりご確認ください。 


